
 

 

 

 

 

 

 

 

夏休みの成果を秋の実りへ 

校 長 佐 々 木 秀 之  

 

校庭、校舎に子供たちの元気のいい爽やかな声が戻ってきました。44 日間の夏休みが明け、今日か

ら２学期がスタートします。子供たちにとってこの夏休みは、学期中にはできないかけがえのない多く

の体験ができたと同時に、自分がかけがえのない存在であるということを多く感じることができた夏休

みであったことと思います。そして、この夏休みにできるようになったことを、更に継続して習慣化さ

せたいものです。 

例えば、お手伝い……。多くのご家庭では、この夏にご家庭の仕事を子供たちに手伝わせたことと思

います。子供はお手伝いが好きですし、お手伝いしたいと思う気持ちは、心も体も成長している証です。

また、自分の力を試してみたいという意欲の表れでもあります。普段は自分からやりたいと言わない子

供も、夏休みの間は「何か手伝おうか？」と自分から言い出し、続けた子もいることでしょう。この成

長を、夏休みの間だけで終わらせては勿体無さすぎます。 

 手伝いをしてくれたことで失敗しても叱らず、できたことを大げさに褒めれば、また頑張りたくなり

ます。大人も、「自分でした方が早いのに」「子供にさせると後片付けが大変」「失敗されたら困る」と思

いますが、そこは大人の我慢が大切かと思います。手伝いをすることで、「自信が付く」「やり方を考え

工夫する」「責任感が生まれる」「よく気が付くようになる」など、手伝いをさせることは子供たちを一

回りも二回りも成長させます。是非、継続したいものです。 

 例えば、自学自習……。「毎日机に向かう」ということは、どのご家庭も毎日の課題にしたことと思い

ます。もちろん、時間の違いはありますが、毎日勉強するという習慣を夏休みの間だけで終わらせては

勿体無さすぎます。 

 大人は子供に「あれもやらせたい」「これもやらせたい」と思い、複数の課題を一度にやらせようとし

がちです。すると、子供たちの負担が大きくなりすぎ、大人もイライラして無理矢理やらそうとしてし

まい、子どもはますます嫌になる、という負のスパイラルに入ってしまいます。これでは大人も子供も

長続きしません。クリアすべき課題を一つずつ決めて、それがクリアできたら次の課題へ、というやり

方が、遠回りのようで、実は一番確実のようです。 

「毎日机に向かう」という習慣ができたのであれば、今後は、例えば「毎日国語と算数のドリルを１

ページやる」などの新たな課題を加えていくとよいかと思います。 

「先生、夏休みの間にこんなお手伝いをしました」「先生、虫を観察し続けたらこんなことが分かりま

した」「先生、こんな絵を描きました」という子供たちの言葉に、「すごいね、見せて」「ほんと？教えて

くれる」「上手だね、友達にも教えてあげて」と少し大げさと思えるくらい素直に認め、ご家庭で築いた

良い習慣を秋の実りへとつなげられるよう、２学期のスタートを切りたいと考えています。 



 

 

 

 

【１０月の主な予定】 

１０月 １日（水）都民の日（学校休務日）   ２６日（日）運動会予備日①（その場合は２５日が休業日） 

    ８日（水）４時間授業         ２７日（月）振替休業日   

   １１日（土）土曜授業日         ２８日（火）運動会予備日② ※給食あり 

   ２２日（水）４時間授業 

   ２５日（土）運動会  

行事予定 （〇数字は学年） 授業時数 

日 曜 
朝会・集会 

委員会・クラブ 
行事 

１

年 

２

年 

３

年 

４

年 

５

年 

６

年 

1 月 始業式 ２学期始業式 ４時間授業（※給食なし） ４ ４ ４ ４ ４ ４ 

2 火  ４時間授業 給食始め ４ ４ ４ ４ ４ ４ 

3 水 委員会活動 

４時間授業  

（委員会活動の為５、６年生は５時間授業）

身体計測⑤⑥ 

４ ４ ４ ４ ５ ５ 

4 木  ４時間授業 身体計測③④ ４ ４ ４ ４ ４ ４ 

5 金  ４時間授業 身体計測①② ４ ４ ４ ４ ４ ４ 

6 土         

7 日         

8 月   ５ ５ ５ ６ ６ ６ 

9 火   ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

10 水 
たてわり班活動 

クラブ活動 
 ５ ５ ５ ６ ６ ６ 

11 木 
合唱発表 

（６年生） 
 ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

12 金   ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

13 土  
土曜授業公開日 道徳授業公開講座 

１、２校時：授業公開   

３校時：講演会 (授業公開なし) 

３ ３ ３ ３ ３ ３ 

14 日         

15 月  敬老の日 開校記念日(９３周年)       

16 火 全校朝会 ５時間授業 ５ ５ ５ ５ ５ ５ 

17 水  ５時間授業（クラブ、委員会なし） ５ ５ ５ ５ ５ ５ 

18 木   ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

19 金  
４時間授業 

（２年３組のみ５時間授業） 
４ ４ ４ ４ ４ ４ 

20 土         

21 日         

22 月   ５ ５ ５ ６ ６ ６ 

23 火  秋分の日       

24 水  
４時間授業 

（３年３組のみ５時間授業） 
４ ４ ４ ４ ４ ４ 

25 木   ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

26 金 児童集会  ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

27 土         

28 日         

29 月  

岩井移動教室保護者説明会⑤ 

１４：３０～１５：３０(体育館) 

（５年生のみ４時間授業） 

５ ５ ５ ６ ４ ６ 

30 火   ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

  

学校の行事予定（９月分） 



 

２学期が始まりました 生活指導部より 

２学期が始まりました。充実した夏休みを過ごした人も多いことでしょう。学校のリズ

ムを整えるためにも、「早寝、早起き、朝ごはん」を見直してみましょう。 

早く寝るためには少なくともご家庭で決めた時間帯にはふとんに入り、入眠の準備をす

ることが必要です。部屋を暗くし、大きな音などが出ない環境にすることも大切です。十

分な睡眠時間を確保することで自然と目が覚めます。また朝起きたら太陽の光を浴びるこ

とで一日の活動がスムーズになります。さらに、一日の始まりにバランスの取れた朝ごは

んを摂りたいものです。主食のほかに肉、魚などのたんぱく質、野菜などのビタミンも意

識して摂れるとよいですね。 

 

〇登下校時、通学路や登下校時刻、時間帯を守っていますか。 

 →災害が起きたとき、安全が確保できればよいのですが、何かあったときは通学路を

探すことになります。大切な命を守るためにも親子で確認をしましょう（早く登校

しすぎてしまう児童もいます）。 

８時１５分から８時２５分に学校に到着するように登校します。 

〇安全のために、必要最低限の持ち物は持っていますか。 

 →火災時、煙を吸い込まないため、けがをした場合の止血のためなど、非常時に備え

て清潔なハンカチを持ちましょう。記名も忘れずに、持ち物をチェックしましょ

う。 

  「道徳授業地区公開講座」を下記の通り開催いたします。本講座は、道徳

授業を保護者や地域の方々が参観し、学校における道徳教育の在り方や家

庭・地域社会との連携について、相互の理解を深めることを目的としていま

す。 
令和７年９月１３日（土） 

１校時 【１、３、５年生 道徳公開】 ８：４５～９：３０ 

    【２、４、６年生 通常授業】 ※公開あり 

２校時 【２、４、６年生 道徳公開】 ９：３５～１０：２０ 

    【１、３、５年生 通常授業】 ※公開あり 

３校時 講演会（マルチパーパス）   １０：４０～ 

    演題：「みんなの子供を みんなで育てる」 

 講師：元校長 土屋 信行 先生 

※授業の公開はありません。 

道徳授業地区公開講座のお知らせ 


